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今後の特集ラインナップ 
 

 ６７４号 ２００９年１１月２日発売 

『あの人の仕事術』 
100 年に 1 度の大不況は、ビジネスをも大きく変えました。今こそ、旧態依然とした慣習や先輩の見えない

壁を越え、新たな価値観から生まれたアイデアを駆使すべき時。必要なのは、世の中を変える新鮮な企

画、斬新なプレゼンテーション。そこで気になるのは、世にヒットを連発する”あの人”のビジネスのコツで

す。売れっ子脳科学者のスケジュール管理術や人気アートディレクターの時代の嗅ぎ分け方、デキると評

判のクリエーターのひと味違う PC やケータイの使い方を覗き見してみませんか？ イケイケのバブル時代

とリーマンショック後では、ビジネス書の中身も大違い！ 比べてみると、仕事術の本質が見えてきます。 

 

 ６７５号 ２００９年１１月１６日発売 

『完全保存版 泣ける映画特集』 
人にはそれぞれ、とっておきの泣ける映画が存在します。「プロレスの映画は確実に泣ける、というか泣く

ために観る」と言っていた友人がいました。確かに、最近ではミッキー・ロークの『レスラー』、ちょっと前なら

『力道山』、『お父さんのバックドロップ』なども確かに泣ける。ジャック・ブラックの『ナチョ・リブレ』ですら泣

けた。今回のブルータス、恒例の映画特集では、そんな泣ける映画を新旧取り混ぜドーンと紹介していき

ます。そして、ブックインブックは”笑える映画（涙が出るほど）”。年末に向けて、気持ちよく泣いて笑える

映画特集です。 
 
 

 ６７６号 ２００９年１２月１日発売 

『本当にわざわざ泊まりに行く価値のある 

   日本の宿、リゾートはどこだ！？』 
和モダンや露天風呂付きの部屋をつくれば、予約がとれない宿になったのはかつての話。なんだかブー

ムになり過ぎて、今や珍しくありません。世界基準の設備やサービスといっても、それだけでは魅力を感じ

なくなってきました。そんなことより必要なのは”旅の気分”。その土地の風土や文化が感じることができる

のがいい宿の第一条件。とはいいつつも、清潔で料理がうまくて接客もよくなくては。そんなわがままな

「旅の宿選び」を特集。日本全国、価値ある宿、ホテルを取材します。 
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